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新
年
の
ご
換
拶

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
活
動
に
大
き
な
期
待

理
事
長
　
大
井
　
市
郎

蓮華寺池公園・古墳の広場より望む宮士山

新
年
　
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
ご
家
族
お
揃
い
で
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
藤
枝
市
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
、
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
通
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
経
済
の
好
循
環
に
向
け
て
、
景
気
回
復
の
動

き
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

緩
や
か
な
成
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
国
も
地
方
も
さ
ら
に
経
済
再
生
の
実
現
に
向
け
て
、

実
効
あ
る
諸
施
策
を
進
め
、
景
気
の
回
復
を
願
う
も
の
で
す
。

今
日
、
超
高
齢
者
社
会
が
一
層
進
む
中
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
が
、
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
ち
ク
社
会
の
担
い
手
″
と
な
る
活

動
で
き
る
場
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
期
待
さ
れ
、
セ

ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
市
民
の
期
待
に
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
就
業
機
会
の
拡

大
と
会
員
の
増
員
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
　
の
精
神
で
、
安
全
・
適
正
就
業
に
心
掛
け
、
市
民

の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
に
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え

て
、
新
た
な
気
持
ち
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
第
二
次
中
長
期
計
画
を
策
定

し
て
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
こ
の
年
次

計
画
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
の
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化

対
策
と
経
済
を
上
昇
気
流
に
乗
せ
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
予
想
ど

お
り
の
景
気
回
復
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。ま

た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
は
補
助
金
の
先
細

り
や
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が
高
年
齢
化

す
る
中
で
、
新
規
入
会
者
の
確
保
に

努
め
る
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
現
状
は
近
隣
の
セ
ン
タ
ー
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化

事
業
へ
の
取
り
組
み
と
当
面
の
課
題

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
理
事

長
・
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
・

事
務
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
業
務
の

推
進
に
努
力
し
て
お
り
、
前
年
と
同

程
度
の
事
業
実
績
を
維
持
し
、
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
「
事
業
推
進
委
員
会
」
　
は
、

課
題
解
決
の
た
め
に

も
、
同
様
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

シルバー人材センターとは
健康で働く意欲のある高齢者に就業機会

を提供することにより、高齢者が働くこ

とを通じて生きがいを高め、積極的に地域

社会の活性化に貢献する公益団体です。

●藤枝市にお住まいの方
●60歳以上の方
●健康で働く意欲をお持ちの方

※入会するには必ず説明会を受けていただく必要

があります。

※説明会を受けた後、入会するかどうか判断して

いただきます。

※説明会は毎月1回開催しています。

平成27年前期の説明会開催日
（於）シルバー人材センター

平成27年1月26日（月）　平成27年4月27日（月）

平成27年2月23日（月）　平成27年5月25日（月）
平成27年3月23日（月）　平成27年6月22日（月）

【主な仕事】

ご家庭一般の仕事・企業の補助作業・公共施設の維持管理業務など

○技術分野‥・自動車の運転、パソコン指導

○技能分野…　植木の手入れ、ペンキ塗り、障子・襖・網戸の張替、

大工仕事、衣類のリフォーム、刃物とぎ

○事務分野…　一般事務、筆耕・宛名書き、パソコン入力

○管理分野…　施設管理（公園・スポーツなど）、駐車・駐輪場の管理

○一般作業・・・草刈・草取り、企業の補助作業、チラシ・ビラ配り

○サービス分野・・・家事サービス（掃除・洗濯・買物など）

育児サービス（子守）

福祉サービス（身の回りの世話・話相手・介助など）

○介護分野■‥喜≡芸霊三芸苦三笠㌘‾ビス、肇艶

※このほか、日常のちょっとした

お手伝いのお仕事も相談をお受けします。

お気軽にご相談ください。

●入会希望は
藤枝市藤枝5丁目3－20（公社）藤枝市シルバー人材センター

TEL641－5565　FAX641－8816

お待ちしております。



中
長
期
計
画
を
項
目
ご
と
に
数
値
目

標
を
設
定
し
、
事
業
に
取
り
組
む
姿

勢
を
明
確
に
し
、
他
市
の
セ
ン
タ
ー

状
況
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
活
動
計
画
案
を
早
急
に
作
成

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
現
状
の
事
業
把
握
と

分
析
・
就
業
開
拓
の
方
法
な
ど
を
、

具
体
的
に
協
議
し
検
討
す
る
計
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
み
た
い
事
業

◆
家
事
支
援
・
援
助
事
業

高
齢
社
会
が
進
行
す
る
中
で
、
介

⑳　⑳　⑳⑳◎⑳⑳　⑳⑳　診⑳⑳　⑳　⑳⑳　⑬　⑳⑳⑳⑳⑳　⑳⑳⑳　⑳　◎⑳　⑳◎　◎　◎⑳　⑳　◎⑳　◎⑳⑳　◎　㊧　⑳　◎⑳◎⑳◎　◎⑳⑳　⑳◎　⑳　⑳⑳　⑳　⑳⑳　⑳　⑳⑳⑳⑳⑳　⑳⑳　⑳　⑳　◎　⑳　⑳　⑳　◎◎　⑳　⑳◎　◎⑳　⑳℡　◎◎⑳⑳　℡⑳

護
支
援
事
業
な
ど
の
要
望
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
介
護
保

険
制
度
も
見
直
し
に
よ
っ
て
　
「
要
支

援
」
　
の
介
護
保
険
内
容
が
変
わ
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
家
事
支
援
・
援
助
事

業
な
ど
保
健
福
祉
活
動
は
、
会
員
が

地
域
密
着
型
の
地
道
な
サ
ー
ビ
ス
活

動
と
し
て
定
着
さ
せ
、
市
民
要
望
に

対
応
す
る
こ
と
を
配
慮
し
た
、
地
域

ご
と
の
き
め
細
か
な
支
援
活
動
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
就
業
開
拓
・
会
口
貝
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

が
活
躍
す
る
場
は
、
会
員
の
身
近
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

◎◎　⑳⑳◎⑳⑳　⑳⑳⑳⑳⑳　◎　⑳◎⑳　⑳　⑳　⑳　⑳　◎⑳◎　◎　⑳　◎⑳　⑳　◎⑳　⑳　⑳　⑳◎⑳　◎⑳⑳◎　⑳　◎◎⑳　⑳　⑳⑳　⑳　◎⑳　◎　勒　◎＠　⑳　⑳◎　⑳　◎　◎⑳　⑳　◎⑳　⑳　⑳　⑳⑳　◎　◎　⑳⑳⑳　◎　⑳⑳　◎　⑳◎　⑳　⑳⑳⑳　⑳◎⑳⑳

就
業
開
拓
や
新
会
員
の
入
会
促
進

に
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
皆
さ
ん

が
心
掛
け
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
存
在
を
広
め
、
地
域
社
会
に

役
立
つ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
充
実
・
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。さ

ら
に
事
業
所
か
ら
の
多
様
化
す

る
業
務
内
容
に
対
処
す
る
た
め
に
、

会
員
の
研
修
会
・
講
習
会
等
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
仕
事
に
合
っ
た
会

員
を
募
集
し
て
、
就
業
率
の
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
P
R
と
合
わ
せ
て
「
入
会
説
明
会
」

を
各
地
域
に
出
向
い
て
開
催
す
る
こ

と
や
、
就
業
開
拓
の
企
業
訪
問
の
進

め
方
、
未
就
業
会
員
相
談
日
の
開
催

な
ど
、
積
極
的
に
改
善
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑳
　
　
⑳
　
　
⑳
　
　
⑳
　
　
⑳
　
　
⑳

時
代
が
移
り
、
環
境
も
変
わ
り
、

人
々
の
考
え
も
変
化
し
ま
す
。

市
民
生
活
に
よ
り
身
近
な
価
値
あ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
す
る

た
め
に
、
会
員
が
自
分
の
事
と
し

て
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
進
ん
で
参

加
し
・
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
会

員
の
就
業
率
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
お

借
り
し
て
よ
り
良
い
　
ク
藤
枝
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
″
　
に
な
る
よ
う

共
に
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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役
　
員
　
の
　
研
　
修
　
視
　
察

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
、
毎
年
、
役
員
の
先
進
地
研
修
視
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
事
業
内
容
を
視
察
し
て
、
私
た

ち
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
活
発
に
展
開
し

て
い
る
長
浜
市
S
C
を
、
昨
年
十
月
に
訪
問
し
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
事
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
る
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●●長浜市SC（滋賀県）を訪問●●
長浜市シルバー人材センターの事務所に案内されて、職員の皆さんから明るい

笑顔で出迎えていただきました。

研修会場では、長浜・藤枝両市の理事長からご挨拶、引き続いて事業活動の状

況説明や意見交換などの話し合いを行ないました。

質疑の中では、事業開拓に積極的に取り組んでいること・派遣事業が多いこと・

仕事が多くて会員が足りないことなど、長浜市SCからいろいろ学びました。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

岬
歴
史
文
化
の
ま
ち
ク
長
浜
市
㍉

今
回
訪
問
し
た
長
浜
市
は
、
古
く

か
ら
東
海
・
北
陸
・
近
畿
を
結
ぶ
主

要
街
道
の
交
通
の
要
衝
地
で
あ
り
、

琵
琶
湖
の
北
部
地
域
を
囲
む
よ
う
に

広
が
る
市
域
で
、
多
く
の
歴
史
文
化

の
面
影
を
街
全
体
か
ら
伝
え
て
く
れ

る
都
市
で
し
た
。

長
浜
市
S
C
の
概
要

長
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
六
十
三
年
に
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
市
町
の
合
併
が
あ
り
、
平

成
十
八
年
に
一
市
二
町
二
一
十
二
年

に
一
市
六
町
が
合
併
し
て
現
在
の
長

浜
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し

て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
　
「
公
益

社
団
法
人
」
　
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

長
浜
市
の
人
口
は
十
二
万
二
千
三

百
人
余
・
世
帯
数
は
四
万
四
千
三
百

余
世
帯
・
高
齢
化
率
二
十
五
二
六
％
。

シ
ル
バ
ー
の
会
員
数
は
千
四
百
十

二
人
で
、
会
員
の
平
均
年
齢
七
十
一
歳

で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
組
織
・
構
成
は
、
役

員
十
七
名
　
（
理
事
長
・
副
理
事
長
・

常
務
理
事
・
理
事
十
二
名
・
監
事
二

名
）
、
部
会
は
二
部
会
・
委
員
会
は

七
委
員
会
・
地
域
班
は
十
一
班
・
職

群
班
　
（
各
地
域
ご
と
四
班
・
全
域
対

象
六
班
）
　
の
構
成
で
、
き
め
細
か
に

連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
技
術
・
技
能
を
向

上
す
る
た
め
の
研
修
や
講
習
会
の
実

施
な
ど
、
安
全
・
適
正
な
就
労
に
努

め
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
地
域
懇
談
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
■
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
I

㈱
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
充
実
し
た
活
動
…

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り

巻
く
事
業
環
境
は
、
補
助
金
な
ど
行

財
政
の
見
直
し
や
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
社
会
の
中
で
、
全
国
的
に
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
長
浜
市
S
C
も
私

た
ち
の
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
な
状

況
で
す
。

し
か
し
、
地
域
社
会
で
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
対
策
や
就
労
対
策
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
要
望

と
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
待
っ
た
な

し
の
状
態
で
、
ま
す
ま
す
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
事
情
に
適
応

す
る
た
め
に
長
浜
市
S
C
で
は
、
計

4



画
性
の
あ
る
事
業
の
推
進
に
取
り
組

み
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
　
ク
事
業

活
性
化
計
画
″
　
（
第
二
次
中
長
期
計

画
）
　
を
策
定
し
て
、
シ
ル
バ
ー
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
活
性
化
計
画
は
、
セ
ン

タ
ー
の
課
題
を
具
体
的
に
四
項
目
設

定
し
て
、
会
員
・
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

◆
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

事
業
の
普
及
啓
発
と
就
業
先
の
開

拓
・
拡
大
、
並
び
に
、
そ
れ
ら
事

業
に
対
応
す
る
会
員
の
増
強
。

◆
忙
し
い
会
員
の
作
業
の
安
全
・
適

正
な
就
業
の
推
進
。

◆
セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
運
営
に
向
け

て
、
経
営
基
盤
の
強
化
・
充
実
へ

の
取
り
組
み
。

◆
公
益
法
人
と
し
て
、
地
域
活
動
へ

の
参
加
と
高
年
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
と
し
て
サ
ー
ク
ル
や
福
利
厚

生
活
動
の
推
進
。

以
上
の
ほ
か
に
、
こ
の
活
性
化
計

画
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
二
十
九

年
度
の
目
標
値
を
設
定
し
て
そ
の
達

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。
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●
　
●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
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●
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…
大
き
く
伸
び
る
派
遣
事
業
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今
回
の
研
修
視
察
で
は
、
①
事
業

活
性
化
計
画
、
②
就
業
開
拓
の
取
り

組
み
、
③
企
画
提
案
方
式
の
事
業
、

④
一
般
就
労
者
の
派
遣
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。

長
浜
市
S
C
の
平
成
二
十
五
年
度

の
事
業
実
績
で
は
、
請
負
と
派
遣
事

業
を
合
わ
せ
て
五
億
六
千
二
百
万
円

余
で
、
派
遣
事
業
が
順
調
に
増
加
し

て
い
ま
し
た
。

●

　
　
●
　
　

●
　
　

●
　
　
●
　

　
●

こ
の
よ
う
な
長
浜
市
S
C
の
優
れ

た
事
業
活
動
を
私
た
ち
の
藤
枝
市
S

C
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
大
い
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る

も
の
で
す
。

最
初
に
蜂
に
刺
さ
れ

本
年
度
も
シ
ル
バ
ー
会
員
の
事
故

防
止
の
た
め
に
、
安
全
・
適
正
就
業

推
進
研
修
会
が
、
県
シ
連
主
催
で
開

催
さ
れ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

◆
作
業
中
の
安
全
と
事
故
防
止

そ
の
一

々
就
業
中
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
″

①
事
故
の
特
色
と
し
て
、
心
身
機
能

の
変
化
で
、
五
十
歳
以
上
の
方
の

事
故
（
特
に
転
倒
や
墜
落
）
　
が
多

ヽ

J

 

O

②
事
故
防
止
の
た
め
に
、
職
場
環
境

な
ど
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
に
十
分
な

配
慮
を
す
る
。

③
発
生
し
た
事
故
の
特
色
や
事
故
事

例
の
対
策
に
は
、
作
業
前
の
準
備
・

安
全
確
認
（
安
全
帽
・
安
全
帯
の

着
用
な
ど
）
を
徹
底
す
る
事
が
大

切
で
す
。

そ
の
〓

ク
知
っ
て
お
き
た
い

「
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
」
　
っ
て
何
″

日
本
で
は
、
蜂
刺
さ
れ
に
因
り
年

間
二
十
人
程
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。蜂

一
匹
に
刺
さ
れ
て
死
亡
す
る
の

は
な
ぜ
か
、
こ
れ
が
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
　
で
、
一
種
の
ア

た
時
の
毒
で
、
体
内
に

抗
体
が
で
き
、
次
に
刺
さ
れ
た
時
の

毒
が
、
こ
の
抗
体
に
激
し
く
反
応
し

て
強
い
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
し
、

治
療
が
遅
れ
る
と
死
亡
に
い
た
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
±
つ
の
話
の
後
に
、
富
士
富

市
S
C
よ
り
、
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
に
よ
り
、
作
業
中
の
安
全

と
事
故
防
止
に
つ
い
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
新
入
会
貞
へ
の
安
全
教

育
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

藤枝市シルバー人材センター

会員の就業及び通勤途上の

事故発生状況

（4～10月の件数）

合計 草刈 通勤 植木 他

H26年 12 3 3 2 4

H25年 15 8 2 1 4

－5－

☆
前
年
同
期
比
で
は
総
件
数
と
草
刈
は
減

少
、
特
に
草
刈
は
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

☆
通
勤
途
上
は
自
転
車
に
よ
る
事
故
で
あ

り
ま
す
が
、
常
に
全
体
の
2
0
～
3
0
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
要
注
意
で
す
。

☆
全
て
の
事
故
は
大
事
故
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
安
全
第
一
を
心
が

け
ま
し
ょ
、
つ
。



会
員
の
活
動
報
告

農
業
支
援

「
健
康
・
生
き
が
い
シ
ル
バ
ー

農
業
事
業
」
に
従
事
し
て

赤
堀
　
松
夫

三
年
前
に
「
休
耕
田
を
活
用
し
て
何

か
農
産
物
を
生
産
し
よ
う
」
と
の
話
が

持
ち
上
が
り
、
会
員
の
募
集
か
ら
始
め

て
、
十
六
名
の
方
が
賛
同
し
集
ま
り
ま

し
た
。

最
初
は
、
「
枝
豆
」
　
が
簡
単
に
出
来

る
と
考
え
取
り
組
ん
だ
が
、
芽
が
出
始

め
て
か
ら
毎
日
水
を
タ
ッ
プ
リ
と
与
え

過
ぎ
て
、
「
モ
ヤ
シ
」
　
の
よ
う
な
苗
に

な
っ
て
し
ま
い
、
移
植
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
最
初
か
ら
や
り
直
し
を
す
る
な
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ど
、
や
っ
と
の
思
い
で
収
穫
に
こ
ぎ
付

け
る
こ
と
が
出
来
た
、
一
年
目
で
し
た
。

単
に
、
種
蒔
き
を
し
て
、
芽
が
出
た

ら
水
を
や
れ
ば
良
い
と
い
う
安
易
な
考

え
で
い
た
が
、
「
ど
ん
な
仕
事
で
も
十

年
は
続
け
な
い
と
一
人
前
に
は
な
ら
な

い
」
と
よ
く
父
親
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
、

こ
の
歳
に
な
っ
て
思
い
出
し
、
今
後
作

物
の
成
長
の
仕
方
を
種
蒔
き
の
段
階
か

ら
よ
く
観
察
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
、

反
省
し
き
り
の
日
々
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
植
え
付
け

た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
農
作
業
の
慣
れ
も

手
伝
っ
て
、
今
年
は
順
調
な
生
育
で
、

十
一
月
八
日
に
収
穫
を
終
え
、
昨
年
の

倍
以
上
の
収
穫
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。そ

し
て
、
十
二
月
に
は
、
そ
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
茄
で
て
ス
ラ
イ
ス
し
、
天
日

干
し
に
し
て
、
「
干
し
芋
」
　
作
り
に
、

農
業
従
事
の
会
員
皆
で
忙
し
く
も
楽
し

く
励
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
は
十
九
名
の
会
員
が
従
事
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
溢
れ
る
高

齢
者
と
し
て
大
い
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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介
護
支
援

家
事
援
助
老
人
介
護
ヘ
ル
パ
ー

鷲
山
　
延
子

食事のお手伝い

老
人
介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
こ
れ
ま

で
十
年
。
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
や
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
人
生
の
先
輩

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
私
の
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
、
教
え
て
頂
く
も
の
ば
か
り

で
す
。あ

と
三
年
で
九
十
歳
の
K
さ
ん
は
「
こ

こ
ら
で
歳
を
反
対
に
し
て
七
十
八
歳
に

し
よ
う
か
し
ら
」
と
冗
談
を
云
う
程
の

お
元
気
さ
で
す
。
ま
た
「
あ
な
た
は
何

歳
ま
で
お
仕
事
を
続
け
る
つ
も
り
」
と

聞
か
れ
、
私
が
「
元
気
な
内
は
伺
い
ま

す
よ
」
と
云
う
と
、
「
あ
ゝ
よ
か
っ
た
。

私
の
生
き
て
い
る
内
は
、
大
丈
夫
ね
」

と
云
わ
れ
る
な
ど
、
母
親
か
姉
ぐ
ら
い
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の
歳
の
差
な
が
ら
、
い
つ
も
仕
事
を
し

な
が
ら
の
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

お
買
物
の
N
さ
ん
も
、
八
十
歳
半
ば
。

足
が
不
自
由
な
た
め
、
外
出
は
出
来
ま
せ

ん
。
週
一
回
の
お
買
物
は
、
メ
モ
用
紙

に
細
か
く
箇
条
書
き
に
し
て
あ
り
、
「
高

く
て
も
品
質
の
良
い
も
の
、
お
い
し
い

も
の
」
と
付
け
加
え
て
あ
り
ま
す
。
ご

自
分
で
年
金
の
予
算
を
た
て
、
家
計
簿

を
付
け
る
な
ど
、
本
当
に
計
画
的
な
生

活
で
す
。
私
も
お
買
物
を
吟
味
し
、
無

駄
の
な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
0
さ
ん
は
、
最
近
ト
イ
レ
が
近

く
な
り
、
夜
中
の
ト
イ
レ
が
億
劫
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
イ
タ
リ

ア
製
の
ハ
イ
カ
ラ
な
布
で
カ
バ
ー
を
作

り
、
お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
い

ま
す
。
歳
を
と
っ
て
も
お
酒
落
心
は
忘

れ
な
い
な
ど
、
私
に
と
っ
て
も
、
勉
強

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

お
料
理
作
り
に
伺
う
S
さ
ん
に
は
、

材
料
を
見
た
ら
、
何
品
か
の
料
理
を
考

え
付
か
な
け
れ
ば
と
云
う
機
会
を
与
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
高
齢
者
だ
か
ら

と
い
っ
て
手
の
抜
け
な
い
、
先
輩
の
皆

さ
ん
で
す
。

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
は
今
日
も
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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会
だ
よ
り

1日lHHllF

ハ
イ
キ
ン
グ
倶
楽
部
は
秋
季
一
泊
旅

行
で
長
野
の
大
峰
高
原
と
八
方
尾
根
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
峰
高
原
は
標
高

千
m
に
位
置
し
、
「
白
樺
の
森
」
　
の
散

策
は
、
自
然
豊
か
な
高
原
の
清
々
し
さ

と
白
馬
を
代
表
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
が
、
間
近
に
迫
る
素
晴
ら
し
い
眺

望
に
は
、
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
た
く
な

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

写
真
の
よ
う
に
、
高
原
の
七
色
楓
は
十

月
上
旬
よ
り
徐
々
に
色
付
き
始
め
、
十

月
下
旬
に
か
け
て
黄
色
か
ら
赤
へ
と
七

色
に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
さ
れ
、
樹
齢
二
五
〇
年
を
超
え
る

大
樹
は
見
る
人
を
圧
倒
す
る
迫
力
と
美

し
さ
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
八

方
尾
根
は
、

北
ア
ル
プ
ス

白
馬
連
峰

の
唐
松
岳

（
二
六
九
六

m
）
　
麓
か
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ら
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
リ
フ
ト
を
乗
り
継
い

だ
、
標
高
一
八
二
〇
m
の
所
に
在
り
ま

す
が
、
リ
フ
ト
終
点
か
ら
の
定
番
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
生
憎
の
雨
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
霧
の
切
れ
間
か
ら
見
え
る

稜
線
の
景
色
か
ら
の
想
像
は
、
神
秘

的
な
光
景
を
無
限
に
広
げ
る
も
の
で
し

た
。そ

し
て
旅
の
疲
れ
を
癒
す
宿
泊
は
、

異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
白
馬
。
地
下
二
一
〇
〇
m
余

り
か
ら
湧
き
出
る
重
曹
泉
は
美
人
の
湯

と
言
わ
れ
、
我
々
を
十
分
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

各
自
そ
れ
な
り
の
美
肌
と
元
気
を
い

た
だ
い
て
、
健
康
に
感
謝
し
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

七色の楓の前で

●●●●●●　●●　●●●●　●●●●●●●●●●●　●●●　●●●　●●●●　●●●　●●●●●●●●●　〇　〇〇●●●●●●　●　●●●●●　●●●　●●●　●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●

メ…川根附転
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埋

今
年
の
会
員
親
睦
旅
行
は
、
「
知
多

半
島
」
　
と
　
「
リ
ニ
モ
試
乗
」
　
と
い
う

魅
力
一
杯
の
旅
で
し
た
。
特
に
、
磁

気
浮
上
式
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
「
リ

ニ
モ
」
　
の
乗
り
心
地
が
体
験
で
き
る
と

あ
っ
て
、
年
甲
斐
も
な
く
心
躍
ら
せ
、

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

さ
あ
！
ど
ん
な
乗
り
心
地
な
ん
だ
ろ

う
か
？
と
初
体
験
の
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
も
、
騒
音
・
振
動
・
横
揺
れ
な
ど
、

多
少
不
安
な
気
持
ち
で
出
発
駅
の
藤
が

丘
駅
で
り
こ
モ
に
乗
り
こ
み
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く
急
カ
ー

ブ
が
あ
り
、
大
き
く
揺
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
見
構
え
ま
し
た
が
、
ビ
ッ
ク
リ

す
る
ほ
ど
静
か
で
ス
ム
ー
ズ
な
走
行

で
、
安
心
・
快
適
な
乗
り
心
地
で
し
た
。

ま
た
、
車
外
は
架
線
や
防
音
壁
が
な

く
、
し
か
も
ワ
イ
ド
な
眺
め
と
、
と
て

も
椅
麗
な
景
色
に
、
会
員
の
皆
様
の
感

動
の
ど
よ
め
き
が
、
車
内
中
に
湧
き
上

が
っ
た
程
で
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
モ
試
乗
は
我
々
シ
ル

バ
ー
貸
切
専
用
列
車
で
し
た
。
急
坂
に

●　○　○　●　●　○　●　0　0　●　●　○　○　●　●　●　●　●　●　○　●　〇　〇　〇　●　○　●　●　●　○　●　●●　●　○　○　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　〇・〇・〇　●　申　●　●　○　○　●　○　●　●　●　●　○　●　○　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　○　●　●　●

差
し
掛
か
っ
て
も
リ
ニ
モ
の
抜
群
の
登

坂
力
と
加
速
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
方
の
、
車
輪
と
レ
ー
ル
と
の

間
に
摩
擦
が
な
い
リ
ニ
モ
な
ら
、
急
な

坂
で
も
安
心
し
て
静
か
に
走
行
で
き
る

と
い
う
説
明
を
実
感
し
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
と
静
か
さ
の
あ
る
乗
り
心
地
を
満
喫

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

重
い
車
体
が
浮
上
す
る
理
由
は
、
超

伝
導
磁
石
と
両
側
の
壁
の
浮
上
案
内
コ

イ
ル
に
電
気
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

実
現
し
、
リ
ニ
モ
は
8
ミ
リ
浮
上
す
る

と
の
事
で
し
た
。
こ
の
浮
上
も
何
回
も

体
感
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
更
に
驚
い

た
こ
と
は
、
運
転
手
は
乗
ら
ず
、
完
全
自

動
運
転
で
走
行
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

東
京
・
名
古
屋
間
を
最
高
時
速

五
〇
〇
キ
ロ
で
走
行
す
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
時
代
の
到
来
は
そ
う
遠
い
将
来

で
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
確
信
し
た
旅
行

で
し
た
。
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＼　　　 事 務 局 だ よ り
－ヽ 」■
暮 れ時 か ら夜 間 　　 交　　人 通　　身 事　　事 故

▼： I ≡
ぎ自発光式反射材は、暗が。でも内蔵ライトが光。∴
を明るく目立ちます。

，表毒・言W ・ず‾ま■欝 一提 議

▼事 故 が多 発 ！

高 齢 者 の 事 故 わ
－

調

（D
ノ

（D ノ

せ

曽加 して い ま す 。

は

る

1

」■L

r r ▼▼†▼▼「「

爺 l識築讃摘

ま早めのライト点灯、基本
イビーム
亨者は白っぽい服装を着
う心掛ける
寸材を着用する…「勲砺

県 黛

自
転
車
の
道
路
交
通
法

一
部
改
正
（
平
成
2
5
年
1
2
月
施
行
）

自
転
車
の
路
側
帯
通
行
は
、
道
路
左
側
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

安
全
利
用
五
則
は
左
記
の
通
り
で
す
。

まわりの舌が聞こえないと事故をおこすぞ。
自転車が加害者になって、多額の賠償金を請求されることもあるんだよ。

自転車の基黍的な扇赤一訓じ一川蚕‡口∋霜田ま成万l扇

ドホン運転靡禦ッ
携帯電話
傘さし運転

・斎J陳序加蘭或る∵

「TSマーク付帯保険」
自転車利用中に事故にあって怪我をした

り、歩行者や自転車に衝突して怪我を負わ

せてしまった場合に対処する1年間保険。

1自転車は車道が原則で、歩道は例外です。

2車道は左側通行です。
3歩道は歩行者優先なので、車道寄りを徐行

しましょう。

4安全ルールを守る。
・飲酒運転・二人乗り・並進・夜間はライト点灯

・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
5子どもはヘルメットを着用

（子どもとは小学生以下のことをいいます。）

家庭教師的な個人指
導の講座が受講者に
好評です。

時間×3回→3，300円

（1時間当たり550円）

、ぬ′▲・J及砂

シル八一会て

‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■－　－　　　　‾　‾　－　　－　－　‾　－　　　　－‾　　、　　　　　‾　‾　　　■　　　－　　－　　　‾　－‾‾　‾　‾‾　－　　　　　　　　　　－　　、　■　　‾　‾‾　‾　　　■‾　　　　　‾　－‾　　　‾　　　－‾　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　‾‾　　　　■　－　▼　　　　　‾－　　‾　　　　－－　－　－　－　　　　　　　　－　－　‾－‘－　　‾▼、‘－－‘＿

（；ぉ問い合わせ：シルバー事務所　TEL：641・5565j

～
一
時
預
か
り

出
張
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
～

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

用
の
預
か
り
ル
ー
ム
で
ベ
テ
ラ
ン
会
員

が
お
子
様
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
予
約

制
で
す
が
、
緊
急
の
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

あ

と

が

き

対象年齢：6カ月～4歳未満
利用日：月～金

（祝・12／29～1／4日を除く）

利用時間：9：00～16：00
利用料金：800円／時間

（出張は交通費200円がプラス）

お預かり風景

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
に
参
加
し
て
、
市
民

の
生
活
を
手
助
け
す
る
家
事
や
介

護
の
支
援
事
業
、
ま
た
事
業
所
な

ど
で
、
様
々
な
仕
事
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
作
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
会
社
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
、
多

く
の
方
々
か
ら
感
謝
さ
れ
る
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
・
第

五
十
二
号
″
　
は
、
シ
ル
バ
ー
の
こ

れ
か
ら
の
課
題
・
会
員
の
募
集
・

会
員
の
職
場
紹
介
・
事
務
局
か

ら
の
連
絡
な
ど
で
編
集
し
て
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
要
望
・

提
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
よ
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
す
る
た
め
、
今
後
と

も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

本
年
も
、
ご
一
緒
に
健
康
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
普
及
啓
発
委
員
長
・
岸
本
孝
夫
）
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